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「苦しみを受ける前に、あなたがたと共にこの過ぎ越しの食事をしたいと、わたしは切に願っていた」

（ルカ２２章１４節）

主イエスは十字架で処刑される前の晩、弟子たちと「最後の晩餐」を共にされま

した。現在の教会の「主の晩餐式」の原型となった夕食です。14 節で主イエスは

「苦しみを受ける前に、あなたがたと共にこの過ぎ越しの食事をしたいと、わたし

は切に願っていた」と語っています。これまでも毎晩、主イエスは弟子たちと食事

を共にされてきたはずです。なのに「共にしたいと切に願っていた！」とまで、わ

ざわざ言われている「過ぎ越しの食事」とはどういう食事なのでしょうか。

「過ぎ越しの祭」は、ユダヤ教徒にとって一年で最も重要な祭りです。家族の全

員で食卓を囲み、礼拝をし、食事を共にします。日本で言えば「元旦の食事」に近

いかもしれません。「過ぎ越しの祭」はかつてイスラエルの人びとがエジプトで奴

隷として辛酸をなめていた時、神が介入して数々の奇跡をもってエジプト王の手か

ら救い出してくださった「大いなる神の救い」を記念するお祭りなのです。

その意味で「過ぎ越しの食卓」は、何よりも大いなる神の恵みを覚える「感謝の

食卓」です。奴隷がエジプト王という絶大な権力者に勝利して自由を勝ち取るなど、

１％の可能性もありえない状況から神が助け出してくださった。あの恵みがなけれ

ば、今日の自分たちはありえない。「今の自分たちの原点がここにある！」。主なる

神にへの深い感謝をささげる食卓、それが「過ぎ越しの食卓」です。

また「過ぎ越しの食卓」は、「大いなる犠牲を覚える食卓」です。イスラエルの

人びとが救い出されるためには、エジプトのおびただしい幼子たちが命を落とすと

いう大きな犠牲が伴ったからです。

そしてもう一つ、「過ぎ越しの食卓」は「神さまの希望に向かって祈りを合わせ

る食卓」でした。というのは、イスラエルの人びとは、エジプト脱出後すぐに自由

な楽園に入れたわけではなく、４０年間も荒れ野の苦しい旅を経験しなければなり

ませんでした。神さまの救いの出来事は一日で完成するものではない。神さまの救

いは長い苦闘を通して、忍耐をもって祈り、待ち続けることを学ぶ歩みなのです。

そういう意味で「過ぎ越しの食卓」は「神さまへの大いなる感謝と大きな犠牲を

心に刻みながら、希望に向かって祈りを合わせる食卓」でした。そして主イエスは

ユダヤ教の「過ぎ越しの食事」に、ご自身の十字架の出来事を重ねることで、「神

さまとの新しい契約（神さまとの新しい関係）」を意味する食事として弟子たちに

示されました。それがやがて教会の「主の晩餐式」になっていくのです。

ユダヤ教の「過ぎ越しの食事」で分かち合われるのは小羊の犠牲ですが、教会の

「主の晩餐式」では「十字架の主イエスの命」が分かち合われます。「主イエスの

命」を分かち合うことは「主イエスの祈りと献身」を分かち合うことを意味します。



またユダヤ教の「過ぎ越しの食事」で待ち望むのは、イスラエル民族中心の神の

国の実現ですが、教会の「主の晩餐式」で待ち望むのは「全世界の人びとがイエス・

キリストの和解にあずかって、神の愛と平和が実現すること」です。

イスラエルの人びとが、「あの出エジプトの過ぎ越しの奇跡がなければ、今、自

分たちはここに生きていない」と、自分たちの原点として思い起こすように、教会

は、「あの十字架で主イエスがご自身をささげてくださらなければ、私たちは神の

愛も、神のもとにある自由や希望も知ることがなかった」と、自分たちの原点とし

て主イエスの十字架を思い起こす。それが「主の晩餐式」です。

また教会は「主の晩餐式」において「神さまの希望」に祈りを合わせます。「憎

しみと対立、悲しみと嘆きが満ちている世界に、神が必ず愛と平和を打ち立ててく

ださる希望に向かって、主イエスと共に歩んでいこう！」と祈りを合わせるのです。

先ほど「主の晩餐式」で「主イエスの命を分かち合う」ことは「主イエスの祈り

と献身を分かち合うこと」と言いました。私たちは主イエスが十字架の道を歩まれ

たのは最初から決まっていた必然であり、当たり前のように思っている部分があり

ますが、主イエスが十字架の道を選んでいかれたのは決して必然ではなく、激しい

祈りの格闘の中で選び取られていった道であったことを今朝、覚えたいのです。

聖書は主イエスを「神の子」と呼んでいますけれども、それは弟子たちが主イエ

スをそう告白したということであって、主イエスご自身は自分のことを「神の子だ」

と自ら宣伝することはありませんでした。むしろご自分のことは「人の子」と表現

されています。主イエスは徹底して「人の子」として生きられました。私たちとま

ったく同じ人間として。ただ私たちとは決定的に違う点がありました。それは見え

ない神さまとの深い信頼とつながりです。そのことはゲッセマネの祈りによくあら

われています。十字架の死を前にして、恐れ、惑い、葛藤して苦しんでいる主イエ

スはまさに私たちと同じ「人の子」です。けれども主イエスの祈りが私たちと決定

的に違うのは、私たちの祈りは自分中心からなかなか抜け出れないのに対して、主

イエスは神さま中心の祈りをささげて格闘されるのです。

ゲッセマネに至るまでのプロセスでも、主イエスは神さま中心の祈りにおいて格

闘されています。ホームグラウンドのガリラヤ地方を後に、自分に憎悪と敵意を持

つ人々に向かわれた主イエス。それは、彼らも神に愛されている一人ひとりである

ことを示されていたからでしょう。またエルサレムで、主イエスは奇跡をおこなう

力を捨ててあらゆる侮辱を受けていかれました。今、世界中で命の尊厳と力を奪さ

れて小さくされている一人ひとりと共にあるために。いずれも、もし主イエスが神

中心の祈りをささげ、格闘擦る中で選び取っていかれた道だったのです。

徹底して「人の子」として歩みながら、見えない神さまとの深い真実な交わりを

生きられた主イエス。人間としての恐れ、惑い、不安を抱えながらも、神中心の祈

りと格闘して歩まれた主イエス。「なぜ十字架だったのか？」。主イエスの深い祈り

と格闘を「主の晩餐式」において大切に受け取り、分かち合っていきたいのです。


